
～見た目では判りにくい危険が存在！～

小型船舶の事故防止に係る
関係機関連絡会

（事務局：第四管区海上保安本部）

水中で呼吸はできません。海水浴は監視員がいる開設さ
れた海水浴場で楽しみましょう！

●尊い命が失われています

①令和３年７月１８日（日）
友人と漁港を訪れ、岸壁突端から海に飛び込んで遊泳していた高校
生（１名）が行方不明となり、海底に沈んでいる状態で発見された。

②令和３年７月２４日（土）
友人と河口付近砂浜を訪れ遊泳していた高校生（１名）が沖合に流さ
れ行方不明となり、海底に沈んでいる状態で発見された。

●遊泳中の事故の約９割が海水浴場以外で発生

海に潜む危険

①離岸流（岸から沖に向かって流れる強い流れ）
見た目で分かりづらく、流れに逆らって泳ぐことはできません。
②急な深み
足を取られ海水が気管に入り、パニックとなり溺れる危険性があります。
③天気の急変（急に風が強く吹いたり、波が高くなることがあります）
沖に流される危険性及び溺れる危険性があります。
④危険生物（クラゲ、エイなど）
⑤プレジャーボート、水上オートバイ等の船舶との接触

ウォーターセーフティガイド→


